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I． 在宅介護実態調査結果（抜粋） 

調査概要 

（1） 調査目的 

本調査は、高齢者を地域で支え合い、安心して暮らせる体制づくりを進めるために、介護を行っ

ている方（介護者）の実態把握を目的とした「これからの介護保険のためのアンケート」を実施しま

した。 

今回の調査は、国が示した調査項目（設問）で実施し、「介護離職をなくしていくためにはどのよ

うなサービスが必要か」を検討するうえでの基礎資料とします。 

 

（2） 調査の実施について 

対象者 

実施期間内に在宅で生活している要介護者 

※医療機関に入院している人、特別養護老人ホーム・老人保健施設・介

護療養型医療施設・介護医療院・特定施設・グループホーム・地域密着

型特定施設・地域密着型特別養護老人ホームに入所又は入居している

人は対象外。 

実施期間 令和４年８月～12月 

実施方法 認定調査員による聞き取り調査 

 

（3） 有効回答件数及び回答率 

配布数 回収数 有効回答数 有効回答率 

520件 520件 509件 97.9％ 

 

（4） 留意点 

分析結果を見る際の留意点は以下の通りとなっている。 

１．「n」は「number」の略で、比率算出の母数。 

２．単数回答の場合、本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入

し、小数点第１位までを表記。このため、百分率の合計が 100.0％とならない場合がある。 
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回答者の属性 

（1） 対象者の性別・年齢 

○ 対象者（要介護者）の性別について、「女性」が 71.6%、「男性」が28.4%となっています。 

 

【対象者（要介護者）の性別】 単純集計版 図表３-２ 

 

 

 

○ 対象者（要介護者）の年齢について、「85～89 歳」の割合が最も高く 29.2%となっていま

す。次いで、「90～94歳（24.7%）」、「80～84歳（16.5%）」となっています。 

 

【対象者（要介護者）の年齢】 単純集計版 図表３-１ 

 

 

 

  

28.4% 71.6% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=503)

男性 女性 無回答

1.6%

2.0%

6.4%

9.7%

16.5%

29.2%

24.7%

8.2%

1.8%

0.0%

0% 20% 40%

65歳未満

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

無回答

合計(n=503)
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（2） 世帯類型 

【全体】 

○ 世帯類型について、「その他」の割合が最も高く 49.7%となっています。次いで、「単身世

帯（27.9%）」、「夫婦のみ世帯（21.4%）」となっています。 

【要介護度別】 

○ 重度化に従って「単身世帯」の割合が低くなっていますが、「夫婦のみ世帯」は「要介護３以

上」の割合が最も高くなっています。 

【介護者の就労状況別】 

○ 「フルタイム勤務」では「単身世帯」、「パートタイム勤務」では「その他」、「働いていない」では

「夫婦のみ世帯」が他の区分に比べて高くなっています。 

 

【世帯類型】 単純集計版 図表１-１ 

 

 

【要介護度別・世帯類型】 クロス集計版 図表４-１ 

 

 

【介護者の就労状況別・世帯類型】 クロス集計版 図表２-１ 

 
  

27.9% 21.4% 49.7% 1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=509)

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答

37.7%

24.9%

10.4%

24.1%

17.5%

25.4%

38.3%

57.7%

64.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=162)

要介護１・２(n=189)

要介護３以上(n=67)

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他

31.7%

23.5%

18.0%

8.3%

14.1%

31.8%

60.0%

62.4%

50.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=120)

パートタイム勤務(n=85)

働いていない(n=217)

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他
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（3） 要介護度 

【全体】 

○ 「要介護１」の割合が最も高く25.3%となっています。次いで、「要支援１（18.9%）」、「要支

援２（18.5%）」となっています。 

【世帯類型別】 

○ 「単身世帯」「夫婦のみ世帯」では「要支援１・２」の割合が最も高くなっています。 

○ 「要介護３以上」は、「夫婦のみ世帯」「その他」で「単身世帯」より高くなっています。 

【介護者の就労状況別】 

○ 「フルタイム勤務」では「要支援１・２」「要介護１」が 34.3%と最も割合が高くなっています。

「パートタイム勤務」では、要介護３以上が21.0%と他の区分に比べて高くなっています。 

 

【二次判定結果】 単純集計版 図表３-３ 

 

【世帯類型別・要介護度】 クロス集計版 図表４-２ 

 

【介護者の就労状況別・要介護度】 クロス集計版 図表２-５ 

 

1.1%

18.9%

18.5%

25.3%

18.2%

7.5%

4.6%

3.4%

0.0%

0.0%

2.5%

0.0%

0% 20% 40%

非該当_認定

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

再調査

取消

なし

無回答

合計(n=439)

51.7%

43.8%

28.6%

39.8%

37.1%

50.2%

5.9%

19.1%

19.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯(n=118)

夫婦のみ世帯(n=89)

その他(n=217)

要支援１・２ 要介護１・２ 要介護３以上

34.3%

27.6%

30.4%

34.3%

28.9%

26.1%

18.1%

22.4%

23.9%

5.7%

10.5%

10.3%

4.8%

3.9%

6.0%

2.9%

6.6%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=105)

パートタイム勤務(n=76)

働いていない(n=184)

要支援１・２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５
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（4） 認知的日常生活自立度 

【全体】 

○ 「Ⅰ」の割合が最も高く 28.5%となっています。次いで、「自立（26.2%）」、「Ⅱｂ

（22.4%）」となっています。 

【介護者の就労状況別】 

○ 「パートタイム勤務」では「Ⅱ」が 46.5％と最も割合が高く、Ⅱ以上が 62.8％と他の区分に

比べて高くなっています。 

○ 「フルタイム勤務」では「自立＋Ⅰ」が49.6%と最も割合が高くなっています。 

○ 「働いていない」では「自立＋Ⅰ」が 53.6%と他の区分に比べて高くなっています。 

 

【認知症高齢者の日常生活自立度】 単純集計版 図表３-９ 

 

 

【介護者の就労状況別・要介護度】 クロス集計版 図表２-６ 

 

 

  

26.2%

28.5%

12.6%

22.4%

7.1%

1.8%

1.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40%

自立

Ⅰ

Ⅱａ

Ⅱｂ

Ⅲａ

Ⅲｂ

Ⅳ

М

記載なし

無回答

合計(n=492)

49.6%

37.2%

53.6%

41.2%

46.5%

35.1%

9.2%

16.3%

11.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=119)

パートタイム勤務(n=86)

働いていない(n=211)

自立＋Ⅰ Ⅱ Ⅲ以上
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【参考】認知症高齢者の日常生活自立度判定基準 

ランク 判定基準 

Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。 

Ⅱa 家庭外で、日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少

見られても、誰かが注意していれば自立できる。 

Ⅱb 家庭内でも、日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多

少見られても、誰かが注意していれば自立できる。 

Ⅲa 日中を中心として、日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難

さが見られ、介護を必要とする。 

Ⅲb 夜間を中心として、日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難

さが見られ、介護を必要とする。 

Ⅳ 日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、

常に介護を必要とする。 

M 著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要と

する。 
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介護保険サービス等 

（1） 介護保険サービスの利用状況 

【全体】 

○ 介護保険サービスの利用について、「利用している」が 83.1%、「利用していない」が

16.9%となっています。 

【要介護度別】 

○ 重度化に従って「訪問系を含む組み合わせ」の割合が高くなっています。 

○ 「要介護１・２」では「通所系・短期系のみ」が66.0%と他の区分に比べて高くなっています。 

○ 「要支援１・２」では「未利用」が 30.5%と他の区分に比べて高くなっています。 

【認知症自立度別】 

○ 重度化に従って「訪問系を含む組み合わせ」の割合が高くなっています。 

○ 「Ⅱ」では「通所系・短期系のみ」が 65.7%と他の区分に比べて高くなっています。 

○ 「自立＋Ⅰ」では「未利用」が 28.3%と他の区分に比べて高くなっています。 

 

【介護保険サービスの利用の有無】 単純集計版 図表１-13 

 

 

【要介護度別・サービス利用の組み合わせ】 クロス集計版 図表１-８ 

 

  

83.1% 16.9% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=509)

利用している 利用していない 無回答

30.5%

14.7%

16.2%

16.5%

5.2%

5.9%

7.3%

14.1%

26.5%

45.7%

66.0%

51.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=164)

要介護１・２(n=191)

要介護３以上(n=68)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ
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【認知症自立度別・サービス利用の組み合わせ】 クロス集計版 図表１-９ 

 

 

  

28.3%

12.8%

15.7%

13.4%

5.8%

0.0%

11.5%

15.7%

27.5%

46.8%

65.7%

56.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ(n=269)

Ⅱ(n=172)

Ⅲ以上(n=51)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ
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（2） 要介護度別・世帯類型別のサービス利用の組み合わせ 

【全体】 

○ 要介護度別・世帯類型別のサービスの利用の組み合わせについて、いずれの世帯類型も重

度化に従って「訪問系を含む組み合わせ」の割合が高い傾向がみられます。 

【単身世帯】 

○ いずれの要介護度も「訪問系のみ」「訪問系を含む組み合わせ」を合わせた割合が他の世帯

類型に比べて高くなっています。 

【夫婦のみ世帯】 

○ 「要支援１・２」では「未利用」が 51.3%と他の区分に比べて高くなっています。 

【その他世帯】 

○ いずれの要介護度も「通所系・短期系のみ」の割合が他の世帯類型に比べて高くなっていま

す。 

 

【要介護度別・サービス利用の組み合わせ（単身世帯）】 クロス集計版 図表４-７ 

 

 

【要介護度別・サービス利用の組み合わせ（夫婦のみ世帯）】 クロス集計版 図表４-８ 

 

 

【要介護度別・サービス利用の組み合わせ（その他世帯）】 クロス集計版 図表４-９ 

  

21.3%

14.9%

42.9%

27.9%

12.8%

14.3%

13.1%

29.8%

42.9%

37.7%

42.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=61)

要介護１・２(n=47)

要介護３以上(n=7)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

51.3%

18.2%

23.5%

7.7%

0.0%

5.9%

0.0%

18.2%

35.3%

41.0%

63.6%

35.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=39)

要介護１・２(n=33)

要介護３以上(n=17)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

27.4%

13.8%

9.3%

11.3%

3.7%

4.7%

6.5%

6.4%

20.9%

54.8%

76.1%

65.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=62)

要介護１・２(n=109)

要介護３以上(n=43)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ



 11 

（3） 認知症自立度別・世帯類型別のサービス利用の組み合わせ 

【全体】 

○ 認知症自立度別・世帯類型別のサービスの利用の組み合わせについて、いずれの世帯類型

も重度化に従って「訪問系を含む組み合わせ」の割合が高い傾向がみられます。 

【単身世帯】 

○ 「自立＋Ⅰ」「Ⅱ」では「訪問系のみ」「訪問系を含む組み合わせ」を合わせた割合が他の世帯

類型に比べて高くなっています。 

【夫婦のみ世帯】 

○ 「自立＋Ⅰ」では「未利用」が 43.3%と他の区分に比べて高くなっています。 

【その他世帯】 

○ 「自立＋Ⅰ」「Ⅱ」では「通所系・短期系のみ」の割合が他の世帯類型に比べて高くなっていま

す。 

 

【認知症自立度別・サービス利用の組み合わせ（単身世帯）】 クロス集計版 図表４-10 

 

 

【認知症自立度別・サービス利用の組み合わせ（夫婦のみ世帯）】 クロス集計版 図表４-11 

 

 

【認知症自立度別・サービス利用の組み合わせ（その他世帯）】 クロス集計版 図表４-12 

  

22.0%

18.6%

0.0%

23.1%

11.6%

0.0%

20.9%

30.2%

33.3%

34.1%

39.5%

66.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ(n=91)

Ⅱ(n=43)

Ⅲ以上(n=3)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

43.3%

13.3%

20.0%

6.0%

3.3%

0.0%

7.5%

20.0%

30.0%

43.3%

63.3%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ(n=67)

Ⅱ(n=30)

Ⅲ以上(n=10)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

24.8%

10.3%

16.2%

10.1%

4.1%

0.0%

6.4%

8.2%

27.0%

58.7%

77.3%

56.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ(n=109)

Ⅱ(n=97)

Ⅲ以上(n=37)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ
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（4） 施設等への入所・入居の検討状況 

【全体】 

○ 施設等への入所・入居の検討状況について、「検討していない」の割合が最も高く76.6%と

なっています。次いで、「検討中（14.9%）」、「申請済み（8.4%）」となっています。 

【要介護度別】 

○ 重度化に従って「検討中」「申請済み」の割合が高い傾向がみられます。 

【世帯類型別】 

○ 単身世帯では「検討中」「申請済み」の割合が他の区分に比べて高くなっています。 

 

【施設等検討の状況】 クロス集計版 図表１-１ 

 

 

【要介護度別・施設等検討の状況】 クロス集計版 図表１-２ 

 

 

【世帯類型別・施設等検討の状況】 クロス集計版 図表１-３ 

 

76.6% 14.9% 8.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=509)

検討していない 検討中 申請済み 無回答

89.6%

72.8%

54.4%

7.3%

20.4%

20.6%

3.0%

6.8%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=164)

要介護１・２(n=191)

要介護３以上(n=68)

検討していない 検討中 申請済み

70.4%

82.6%

77.5%

19.7%

10.1%

14.6%

9.9%

7.3%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯(n=142)

夫婦のみ世帯

(n=109)

その他(n=253)

検討していない 検討中 申請済み
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（5） 要介護度別・世帯類型別の施設等への入所・入居の検討状況 

【全体】 

○ 要介護度別・世帯類型別の施設等への入所・入居の検討状況について、夫婦のみ世帯、その

他世帯では重度化に従って「検討中」「申請済み」の割合が高い傾向がみられます。単身世帯

では「要介護１・２」で「検討中」「申請済み」の割合が高くなっています。 

【単身世帯】 

○ 「要介護１・２」では「検討中」が 31.9%と他の区分に比べて高くなっています。 

【夫婦のみ世帯】 

○ 「要介護３以上」では「検討中」「申請済み」が合わせて41.1％となっています。 

【その他世帯】 

○ 「要介護３以上」では「検討中」「申請済み」が合わせて48.8％となっています。 

 

【要介護度別・施設等検討の状況（単身世帯）】 クロス集計版 図表４-14 

 
 

【要介護度別・施設等検討の状況（夫婦のみ世帯）】 クロス集計版 図表４-15 

 

 

【要介護度別・施設等検討の状況（その他世帯）】 クロス集計版 図表４-16 

  

85.2%

59.6%

71.4%

8.2%

31.9%

14.3%

6.6%

8.5%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=61)

要介護１・２(n=47)

要介護３以上(n=7)

検討していない 検討中 申請済み

89.7%

81.8%

58.8%

7.7%

12.1%

23.5%

2.6%

6.1%

17.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=39)

要介護１・２(n=33)

要介護３以上(n=17)

検討していない 検討中 申請済み

93.5%

75.2%

51.2%

6.5%

18.3%

20.9%

0.0%

6.4%

27.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=62)

要介護１・２(n=109)

要介護３以上(n=43)

検討していない 検討中 申請済み
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（6） 認知症自立度別・世帯類型別の施設等への入所・入居の検討状況 

【全体】 

○ 認知症自立度別・世帯類型別の施設等への入所・入居の検討状況について、夫婦のみ世帯、

その他世帯では重度化に従って「検討中」「申請済み」の割合が高い傾向がみられます。単身

世帯では「Ⅱ」で「検討中」「申請済み」の割合が高くなっています。 

【単身世帯】 

○ 「Ⅱ」では「検討中」が32.6%と他の区分に比べて高くなっています。 

【夫婦のみ世帯】 

○ 「Ⅲ以上」では「検討中」「申請済み」が合わせて30.0％となっています。 

【その他世帯】 

○ 「要介護３以上」では「検討中」「申請済み」が合わせて56.7％となっています。 

 

【認知症自立度別・施設等検討の状況（単身世帯）】 クロス集計版 図表４-17 

 

 

【認知症自立度別・施設等検討の状況（夫婦のみ世帯）】 クロス集計版 図表４-18 

 

 

  

76.9%

58.1%

100.0%

13.2%

32.6%

0.0%

9.9%

9.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ(n=91)

Ⅱ(n=43)

Ⅲ以上(n=3)

検討していない 検討中 申請済み

86.6%

76.7%

70.0%

6.0%

16.7%

20.0%

7.5%

6.7%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ(n=67)

Ⅱ(n=30)

Ⅲ以上(n=10)

検討していない 検討中 申請済み
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【認知症自立度別・施設等検討の状況（その他世帯）】 クロス集計版 図表４-19 

 

  

89.9%

75.3%

43.2%

6.4%

18.6%

29.7%

3.7%

6.2%

27.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ(n=109)

Ⅱ(n=97)

Ⅲ以上(n=37)

検討していない 検討中 申請済み
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介護者の状況 

（1） 家族・親族による介護の頻度 

【全体】 

○ 家族・親族による介護（同居していない子ども・親族等の介護を含む）の頻度について、「ほ

ぼ毎日」の割合が最も高く61.7%となっています。次いで、「ない（13.9%）」、「週1日以下

（10.0%）」となっています。 

【世帯類型別】 

○ 「単身世帯」では「ない」の割合が最も高く 27.0%となっています。次いで、「ほぼ毎日

（24.8%）」、「週 1日以下（19.9%）」となっています。 

【就労状況別】 

○ 「フルタイム勤務」では「ほぼ毎日」が58.2%と他の区分に比べて低くなっています。 

 

【家族等による介護の頻度】 単純集計版 図表１-２ 

 

 

【世帯類型別・家族等による介護の頻度】 クロス集計版 図表４-３ 

 

 

【就労状況別・家族等による介護の頻度】 クロス集計版 図表２-７ 

 

  

13.9% 10.0% 9.0% 5.1% 61.7% 0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=509)

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日 無回答

27.0%

16.5%

5.9%

19.9%

9.2%

4.7%

17.7%

8.3%

4.7%

10.6%

2.8%

3.2%

24.8%

63.3%

81.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯(n=141)

夫婦のみ世帯

(n=109)

その他(n=253)

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日

17.2%

10.5%

8.2%

18.0%

5.8%

7.8%

6.6%

4.7%

5.5%

58.2%

79.1%

78.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=122)

パートタイム勤務(n=86)

働いていない(n=219)

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日
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（2） 要介護度別・世帯類型別の家族・親族による介護の頻度 

【全体】 

○ 要介護度別・世帯類型別の家族・親族による介護の頻度について、夫婦のみ世帯、その他世

帯では、要介護１・２以上で「ほぼ毎日」の割合が８０％を超えています。単身世帯では、重度

化に従って「ほぼ毎日」の割合が高い傾向がみられます。 

【単身世帯】 

○ 「要支援１・２」では「ない」が 42.6%と他の区分に比べて高くなっています。 

【夫婦のみ世帯】 

○ 「要支援１・２」では「ほぼ毎日」が38.5%と他の区分に比べて低くなっています。 

【その他世帯】 

○ 「要支援１・２」では「ほぼ毎日」が51.6%と他の区分に比べて低くなっています。 

 

【要介護度別・家族等による介護の頻度（単身世帯）】 クロス集計版 図表４-４ 

 

 

【要介護度別・家族等による介護の頻度（夫婦のみ世帯）】 クロス集計版 図表４-５ 

 

 

【要介護度別・家族等による介護の頻度（その他世帯）】 クロス集計版 図表４-６ 

  

42.6%

4.3%

14.3%

19.7%

19.6%

28.6%

14.8%

30.4%

0.0%

8.2%

15.2%

0.0%

14.8%

30.4%

57.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=61)

要介護１・２(n=46)

要介護３以上(n=7)

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日

33.3%

0.0%

0.0%

10.3%

9.1%

11.8%

12.8%

3.0%

5.9%

5.1%

3.0%

0.0%

38.5%

84.8%

82.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=39)

要介護１・２(n=33)

要介護３以上(n=17)

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日

17.7%

0.9%

2.3%

11.3%

2.8%

0.0%

16.1%

0.9%

0.0%

3.2%

4.6%

0.0%

51.6%

90.8%

97.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=62)

要介護１・２(n=109)

要介護３以上(n=43)

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日
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（3） 主な介護者の年齢・性別 

【全体】 

○ 主な介護者の年齢について、「60 代」の割合が最も高く 34.8%となっています。次いで、

「70代（26.8%）」、「50代（17.8%）」となっています。 

【本人の年齢別】 

○ ６５歳未満では、主な介護者が「４０歳未満」が28.6％と他の区分に比べて高くなっています。 

○ 65～６９歳、70 歳代では、主な介護者が６０歳代以上の割合が６０％を超えており、特に

65～69歳、９０歳以上では約90％となっています。 

○ ８０歳代では、主な介護者が「5０歳代」が29.1％と他の区分に比べて高くなっています。 

 

【主な介護者の年齢】 単純集計版 図表１-５ 

 

 

【本人の年齢別・主な介護者の年齢】 クロス集計版 図表６-13 

 

 

  

0.2%

0.2%

1.4%

4.6%

17.8%

34.8%

26.8%

14.0%

0.2%

0.0%

0% 20% 40%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

合計(n=437)

28.6%

0.0%

1.5%

1.6%

1.2%

14.3%

0.0%

17.9%

2.7%

1.2%

14.3%

12.5%

11.9%

29.1%

7.8%

28.6%

37.5%

11.9%

25.8%

54.2%

0.0%

37.5%

46.3%

17.0%

30.1%

14.3%

12.5%

10.4%

23.6%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳未満(n=7)

65～69歳(n=8)

70歳代(n=67)

80歳代(n=182)

90歳以上(n=166)

40歳未満 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上
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○ 主な介護者の性別について、「女性」が 68.4%、「男性」が31.4%となっています。 

 

【主な介護者の性別】 単純集計版 図表１-４ 

 
 

 

○ 主な介護者の本人との関係について、「子」の割合が最も高く50.6%となっています。次い

で、「配偶者（26.3%）」、「子の配偶者（13.5%）」となっています。 

 

【主な介護者の本人との関係】 単純集計版 図表１-３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.4% 68.4% 0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=437)

男性 女性 無回答

26.3%

50.6%

13.5%

1.8%

3.9%

3.9%

0.0%

0% 20% 40% 60%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

合計(n=437)



 20 

8.8%

10.5%

0.9%

18.4%

0.0%

4.4%

10.5%

27.2%

7.9%

7.9%

2.6%

14.9%

21.9%

10.5%

5.3%

14.9%

15.8%

19.3%

30.5%

4.3%

20.9%

2.7%

4.8%

13.4%

29.4%

13.9%

36.4%

7.0%

11.8%

11.2%

9.1%

2.1%

7.0%

3.2%

30.3%

45.5%

10.6%

13.6%

4.5%

9.1%

15.2%

13.6%

7.6%

34.8%

9.1%

9.1%

3.0%

1.5%

9.1%

10.6%

0.0%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

要支援１・２(n=114) 要介護１・２(n=187) 要介護３以上(n=66)

（4） 主な介護者が不安に感じる介護 

 

○ 主な介護者が不安に感じる介護と要介護度の関係について、「要支援１・２」では「外出の付

き添い、送迎等」がもっとも割合が高く、「要介護１・２」以上では「認知症状への対応」、「夜間

の排泄」の割合が高くなっています。 

 

 

 【要介護度別・介護者が不安に感じる介護】 クロス集計版 図表 1-4 
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○ 主な介護者の不安に感じる介護と訪問系の利用回数の関係について、利用回数の増加に伴

い、「日中の排泄」、「夜間の排泄」、「認知症状への対応」が軽減する傾向がみられました。 

 

 【サービス利用回数別・介護者が不安を感じる介護（訪問系、要介護３以上）】 

                                 クロス集計版 図表 1-24 

  

31.9%

53.2%

6.4%

17.0%

6.4%

6.4%

14.9%

14.9%

10.6%

40.4%

8.5%

10.6%

4.3%

2.1%

6.4%

6.4%

0.0%

25.0%

25.0%

18.8%

6.3%

0.0%

18.8%

18.8%

12.5%

0.0%

25.0%

12.5%

6.3%

0.0%

0.0%

12.5%

18.8%

0.0%

33.3%

33.3%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

33.3%

0.0%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

訪問系_0回(n=47) 訪問系_1～14回(n=16) 訪問系_15回以上(n=3)
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○ 主な介護者が不安に感じる介護と通所系の利用回数の関係について、利用回数とともに

「入浴・洗身」、「食事の準備（調理等）」が軽減する傾向がみられました。 

 

 【サービス利用回数別・介護者が不安を感じる介護（通所系、要介護３以上）】 

                                 クロス集計版 図表 1-26 

 

 

 

 

  

26.3%

31.6%

5.3%

15.8%

0.0%

0.0%

5.3%

21.1%

10.5%

26.3%

10.5%

15.8%

5.3%

0.0%

21.1%

10.5%

0.0%

30.6%

58.3%

11.1%

13.9%

8.3%

13.9%

19.4%

13.9%

5.6%

44.4%

11.1%

8.3%

2.8%

0.0%

2.8%

8.3%

0.0%

36.4%

27.3%

18.2%

9.1%

0.0%

9.1%

18.2%

0.0%

9.1%

18.2%

0.0%

0.0%

0.0%

9.1%

9.1%

18.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

通所系_0回(n=19) 通所系_1～14回(n=36) 通所系_15回以上(n=11)
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○ 主な介護者が不安に感じる介護を介護者の就労継続の可否に係る意識別にみると、「問題

はあるが、何とか続けていける」、「続けていくのは「やや＋かなり難しい」とする人では、「認

知症状への対応」、「夜間の排泄」、「日中の排泄」の割合が高くなっています。 

 

【就労継続見込み別・介護者が不安に感じる介護（フルタイム勤務＋パートタイム勤務）】 

クロス集計版 図表2-15  

 

  8.6%

20.7%

1.7%

12.1%

0.0%

3.4%

12.1%

24.1%

8.6%

19.0%

3.4%

17.2%

13.8%

8.6%

3.4%

10.3%

10.3%

23.1%

30.6%

10.2%

19.4%

0.9%

3.7%

15.7%

18.5%

13.0%

37.0%

7.4%

17.6%

12.0%

8.3%

3.7%

7.4%

1.9%

31.8%

45.5%

4.5%

13.6%

4.5%

4.5%

27.3%

13.6%

27.3%

36.4%

0.0%

18.2%

13.6%

22.7%

9.1%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

問題なく、続けていける(n=58)

問題はあるが、何とか続けていける(n=108)

続けていくのは「やや＋かなり難しい」(n=22)
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○ サービス利用の組み合わせを介護者の勤務形態別にみると、すべての形態で「通所系・短期

系のみ」の割合が高くなっています。 

 

 【就労状況別・サービス利用の組み合わせ】 クロス集計版 図表2-16 

 

 

 

介護者の就労継続の可否に係る意識を訪問系の利用の有無別にみると、「訪問系利用あり」では

「問題なく、続けていける」の割合が高くなっています。 

 

 サービス利用の組み合わせ別・就労継続見込み（要介護２以上、フルタイム勤務＋パートタイ

ム勤務）】クロス集計版 図表2-17 

 

  

17.2%

18.6%

24.7%

9.0%

4.7%

8.7%

13.9%

17.4%

12.8%

59.8%

59.3%

53.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=122)

パートタイム勤務(n=86)

働いていない(n=219)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

33.3%

13.7%

46.7%

66.7%

0.0%

9.8%

20.0%

5.9%

0.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問系利用あり(n=15)

訪問系利用なし(n=51)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける
続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい
わからない
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○ 主な介護者の働き方の調整の状況を介護者の就労継続の可否に係る意識別にみると、「問

題なく、続けていける」では「特に行っていない」が 60.3%ともっとも割合が高いが、「問題

はあるが、何とか続けていける」、「続けていくのは「やや＋かなり難しい」」では、「労働時間

を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている」の割合が高く

なっています。 

 

 【就労継続見込み別・介護のための働き方の調整（フルタイム勤務＋パートタイム勤務）】 

                クロス集計版 図表2-24 

 

 

60.3%

22.4%

17.2%

1.7%

1.7%

0.0%

31.5%

42.6%

24.1%

1.9%

13.9%

0.9%

45.5%

27.3%

22.7%

4.5%

18.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免

除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」し

ながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」

を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、

働いている

介護のために、2～4以外の調整をしながら、

働いている

わからない

問題なく、続けていける(n=58)

問題はあるが、何とか続けていける(n=108)

続けていくのは「やや＋かなり難しい」(n=22)


